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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラー通信ネットワーク（１００）の基地局（１１０）を機能させる方法であって、
前記基地局（１１０）は、前記基地局（１１０）によってサービスを提供されている少な
くとも１つの端末（１０ａ）から、および／または前記セルラー通信ネットワーク（１０
０）のさらなるネットワーク要素（１２０）から、信号伝達情報（ｓｉ１、ｓｉ２）を受
信するように構成され、前記基地局（１１０）は、受信した信号伝達情報（ｓｉ１、ｓｉ
２）が、発生しているまたは差し迫っている緊急事態を示す緊急事態表示を含むかどうか
を特定し（２００）、前記基地局（１１０）は、前記基地局（１１０）によってサービス
を提供されている少なくとも１つのさらなる端末（１０ｂ、１０ｃ）、および／またはさ
らなるネットワーク要素（１３０）に前記緊急事態を通知する（２１０）、方法において
、前記基地局（１１０）によってサービスを提供されている前記少なくとも１つのさらな
る端末（１０ｂ、１０ｃ）に通知する前記ステップ（２１０）が、コア・ネットワーク、
および／または前記通信ネットワーク（１００）のさらなるコンポーネントから独立して
実行され、前記通信ネットワーク（１００）が、３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠しており、
前記基地局（１１０）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の一部分（ＤＣＩ＿１）を使
用して、前記緊急事態に関連した情報を含む安全メッセージ（ＳＭ）を１つまたは複数の
端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に通知し、前記基地局（１１０）が、前記安全メッセー
ジ（ＳＭ）を物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に統合し、１つまたは複数の
帯域幅サブキャリアが、前記緊急事態情報を含む前記安全メッセージ（ＳＭ）のために前
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記基地局（１１０）によって確保されることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　通知する前記ステップ（２１０）が、緊急事態信号伝達メッセージ（ｅｓ１、ｅｓ２）
を端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）の所定のグループ（Ｇ）、および／またはさらなるネ
ットワーク要素（１３０）の所定のグループ（Ｇ’）にブロードキャストするステップを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　通知する前記ステップ（２１０）が、少なくとも１つの近隣基地局（１１０’）に前記
緊急事態を通知するステップを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　通知する前記ステップ（２１０）が、緊急事態表示を収集すること、および、収集した
緊急事態表示に関連した情報をその他のネットワーク要素（１１０、１１０’、１２０、
１３０）または端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に転送することを行うように構成されて
いるコレクタ・ノード（１４０）に、前記緊急事態表示に関連した情報を転送するステッ
プを含む、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記通信ネットワーク（１００）が、３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠しており、前記基地
局（１１０）が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の一部分（ＤＣＩ＿１）を使用して、
前記緊急事態に関連した情報を含む安全メッセージ（ＳＭ）を１つまたは複数の端末（１
０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に通知し、前記基地局（１１０）が、物理ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）の少なくとも１つの物理リソース・ブロックを使用して、前記安全メ
ッセージ（ＳＭ）を前記１つまたは複数の端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に転送する、
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局（１１０）が、前記安全メッセージ（ＳＭ）を提供されることになる端末（
１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）のグループ（Ｇ）を定めるために、無線ネットワーク一時識別
子（ＲＮＴＩ）を使用する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの端末（１０ａ）から緊急事態表示を受信した後で、前記基地局（
１１０）は、最近既に緊急事態を示した前記少なくとも１つの端末（１０ａ）のためにさ
らなるアップリンク・リソースを確保することに優先順位を与える特定のリソース・スケ
ジューリングを実行し、現時点で緊急事態表示を信号伝達していないその他の端末（１０
ｂ、１０ｃ、１０ｄ）は、前記基地局（１１０）によって、より低い優先順位でサービス
を提供される、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　セルラー通信ネットワーク（１００）の基地局（１１０）であって、前記基地局（１１
０）によってサービスを提供されている少なくとも１つの端末（１０ａ）から、および／
または前記セルラー通信ネットワーク（１００）のさらなるネットワーク要素（１２０）
から、信号伝達情報（ｓｉ１、ｓｉ２）を受信するように構成され、受信した信号伝達情
報（ｓｉ１、ｓｉ２）が、発生しているまたは差し迫っている緊急事態を示す緊急事態表
示を含むかどうかを特定するように構成され（２００）、前記基地局（１１０）によって
サービスを提供されている少なくとも１つのさらなる端末（１０ｂ、１０ｃ）、および／
またはさらなるネットワーク要素（１３０）に前記緊急事態を通知するように構成されて
いる（２１０）、基地局（１１０）において、前記基地局（１１０）によってサービスを
提供されている前記少なくとも１つのさらなる端末（１０ｂ、１０ｃ）に通知する前記ス
テップ（２１０）を、コア・ネットワークおよび／または前記通信ネットワーク（１００
）のさらなるコンポーネントから独立して実行するように構成され、前記通信ネットワー
ク（１００）が、３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠しており、前記基地局（１１０）が、ダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）の一部分（ＤＣＩ＿１）を使用して、前記緊急事態に関連し
た情報を含む安全メッセージ（ＳＭ）を１つまたは複数の端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ
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）に通知し、前記基地局（１１０）が、前記安全メッセージ（ＳＭ）を物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に統合し、１つまたは複数の帯域幅サブキャリアが、前記緊
急事態情報を含む前記安全メッセージ（ＳＭ）のために前記基地局（１１０）によって確
保されることを特徴とする、基地局（１１０）。
【請求項９】
　緊急事態信号伝達メッセージ（ｅｓ１、ｅｓ２）を端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）の
所定のグループ（Ｇ）、および／またはさらなるネットワーク要素（１３０）の所定のグ
ループ（Ｇ’）にブロードキャストするように構成されている、請求項８に記載の基地局
（１１０）。
【請求項１０】
　前記通信ネットワーク（１００）が、３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に準拠している、請求項８
または９に記載の基地局であって、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）の一部分（ＤＣＩ＿
１）を使用して、前記緊急事態に関連した情報を含む安全メッセージ（ＳＭ）を１つまた
は複数の端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に通知するように構成され、物理ダウンリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の少なくとも１つの物理リソース・ブロックを使用して、前
記安全メッセージ（ＳＭ）を前記１つまたは複数の端末（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）に転
送するように構成されている、基地局（１１０）。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの端末（１０ａ）から緊急事態表示を受信した後で、最近既に緊急
事態を示した前記少なくとも１つの端末（１０ａ）のためにさらなるアップリンク・リソ
ースを確保することに優先順位を与える特定のリソース・スケジューリングを実行し、現
時点で緊急事態表示を信号伝達していないその他の端末（１０ｂ、１０ｃ、１０ｄ）は、
前記基地局（１１０）によって、より低い優先順位でサービスを提供されるように構成さ
れている、請求項８乃至１０のいずれか１項に記載の基地局（１１０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セルラー通信ネットワークの基地局を機能させる方法に関し、前記基地局は
、前記基地局によってサービスを提供されている少なくとも１つの端末から、および／ま
たは前記セルラー通信ネットワークのさらなるネットワーク要素から、信号伝達情報を受
信するように構成されている。
【０００２】
　本発明はさらに、セルラー通信ネットワークの基地局に関する。
【０００３】
　その上、本発明は、セルラー通信ネットワークの端末を機能させる方法、およびセルラ
ー通信ネットワークの端末に関する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、セルラー通信ネットワークの基地局を機能させる改良された方法、お
よびセルラー通信ネットワークの改良された基地局、ならびにセルラー通信ネットワーク
の改良された端末を提供すると共に、交通事故などの緊急事態の特徴を示す緊急事態情報
などのタイムクリティカルな情報の信号伝達に関する柔軟性の度合いを高めることができ
るような端末を機能させる方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、セルラー通信ネットワークの基地局を機能させる上述の方法に関して
、この目的は、受信した信号伝達情報が、発生しているまたは差し迫っている緊急事態を
示す緊急事態表示を含むかどうかを前記基地局が特定するという点で、ならびに前記基地
局が、前記基地局によってサービスを提供されている少なくとも１つのさらなる端末、お
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よび／またはさらなるネットワーク要素に前記緊急事態を通知するという点で達成される
。
【０００６】
　前記基地局によってサービスを提供されているさらなる端末、または通信ネットワーク
のなおもさらなるネットワーク要素への通知によって、有利なことに、緊急事態に関する
情報を通信ネットワーク全体にわたってすぐに伝搬することができる。一実施形態によれ
ば、基地局は、前記基地局によってサービスを提供されている特定のセル内に含まれてい
るユーザの端末、または前記基地局によってサービスを提供されている複数の異なるセル
の端末に通知を行うことが好ましい。
【０００７】
　特に短い待ち時間で緊急事態情報を伝搬することができる好ましい一実施形態によれば
、前記基地局によってサービスを提供されている前記少なくとも１つのさらなる端末に通
知する前記ステップは、コア・ネットワークおよび／または通信ネットワークのさらなる
コンポーネントから独立して実行される。すなわち、この実施形態による基地局は、有利
なことに、端末から受信した前記緊急事態表示に関連した情報を、前記緊急事態表示を受
信して評価することから恩恵を享受する可能性があるさらなる端末にすぐに転送する。特
に、この実施形態によれば、基地局は、さらなる端末に緊急事態を通知するかどうかを決
める前に、コア・ネットワーク、および／または通信ネットワークのその他のコンポーネ
ント、たとえば無線ネットワーク・コントローラなどとのさらなる通信にまったく依存せ
ず、それによって、待ち時間を減らすことができる。
【０００８】
　一実施形態によれば、緊急事態表示を受信すると、前記基地局は、前記緊急事態表示に
関連した情報をその他の端末にすぐに転送することができる。したがって、緊急事態通知
を送信している前記端末のための特定のリソース割当てを必ずしも確立する必要はない。
この実施形態は、緊急事態を検知している端末から基地局に送信される信号伝達情報内に
完全な緊急事態表示を統合できる場合に有利である。
【０００９】
　しかし、さらなる一実施形態によれば、より多くの量のデータが緊急事態表示に関連し
ている場合には、基地局は、前記緊急事態表示を受信するとすぐに、さらなるアップリン
ク・リソースを確保して、緊急事態表示を送信した前記端末に与えることができ、それに
よって、その端末は、さらなる緊急事態関連情報を基地局に迅速に送信して、アップリン
ク方向における緊急事態信号伝達プロセスを完了させることができる。
【００１０】
　上記の実施形態の組合せも可能である。すなわち、緊急事態表示を受信すると、前記基
地局は、第１のステップにおいて、前記緊急事態表示に関連した情報をその他の端末にす
ぐに転送することができる。第２のステップにおいて、前記基地局は、さらなるアップリ
ンク・リソースを確保して、緊急事態表示を送信した前記端末に与えることができ、ひい
ては、その端末から基地局への緊急事態信号伝達を完了させることができる。
【００１１】
　さらなる一実施形態によれば、通知する前記ステップは、緊急事態信号伝達メッセージ
を端末の所定のグループ、および／または、さらなる基地局、もしくはその他のネットワ
ークへのゲートウェイなど、さらなるネットワーク要素の所定のグループにブロードキャ
ストするステップを含む。緊急事態信号伝達メッセージをブロードキャストすることによ
って、緊急事態情報の特に効率的な伝搬が可能になる。
【００１２】
　さらなる一実施形態によれば、通知する前記ステップは、少なくとも１つの近隣基地局
に前記緊急事態を通知するステップを含み、これは、その緊急事態が、それらの近隣基地
局に関連した特定の地理的な領域または場所に影響を与える場合に、特に有利である。
【００１３】
　別の好ましい実施形態によれば、通知する前記ステップは、これらの実施形態による１
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つまたは複数の基地局から受信することができる緊急事態表示を収集するように構成され
ているコレクタ・ノードに、前記緊急事態表示に関連した情報を転送するステップを含む
。加えて、コレクタ・ノードは、前記収集した緊急事態表示に関連した情報をその他のネ
ットワーク要素または端末に転送するように構成することができる。加えて、コレクタ・
ノードは、複数の入ってくる緊急事態表示を相互に関連付けて、前記入ってくる緊急事態
表示に対して統計分析を実行して、その他のネットワーク要素に転送される情報に影響を
与えることができる。
【００１４】
　本発明のさらに別の実施形態によれば、前記通信ネットワークは、第３世代パートナー
シップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）ロングターム・エボリューション（ＬＴＥ）標準、特
にＬＴＥ　ｒｅｌ．８に準拠しており、前記基地局は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
のうちの一部分を使用して、前記緊急事態に関連する情報を含む安全メッセージを１つま
たは複数の端末に通知し、前記基地局は、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
のうちの少なくとも１つの物理リソース・ブロック（ＰＲＢ）を使用して、前記安全メッ
セージを前記１つまたは複数の端末に転送する。
【００１５】
　さらなる一実施形態によれば、前記基地局は、前記安全メッセージを提供されることに
なる端末のグループを定めるために、無線ネットワーク一時識別子（radio network temp
orary identifier）（ＲＮＴＩ）を使用し、それによって、基地局によってサービスを提
供されている複数の選択された端末に緊急事態情報を同時に信号伝達することが容易にな
る。ＲＮＴＩのメカニズムを使用することによって、どの端末が基地局によって緊急事態
信号伝達を提供されることになるかを効率的に制御することが可能になる。
【００１６】
　本発明の目的に対するさらなる解決策は、請求項１０に記載の基地局によって与えられ
る。前記基地局は、受信した信号伝達情報が、発生しているまたは差し迫っている緊急事
態を示す緊急事態表示を含むかどうかを特定し、前記基地局によってサービスを提供され
ている少なくとも１つのさらなる端末、および／またはさらなるネットワーク要素に前記
緊急事態を通知するように構成されている。
【００１７】
　基地局のさらなる有利な実施形態は、従属請求項１１から１３によって与えられる。
【００１８】
　本発明の目的に対するさらなる解決策は、請求項８に記載のセルラー通信ネットワーク
の端末を機能させる方法によって与えられる。前記方法は、緊急事態が発生しているかど
うか、またはこれから発生しそうであるかどうかを特定するように前記端末に提案し、緊
急事態が発生している、またはこれから発生しそうである場合には、前記端末は、前記発
生しているまたは差し迫っている緊急事態を示す緊急事態表示を前記信号伝達情報内に統
合する。
【００１９】
　さらなる一実施形態によれば、緊急事態が発生しているかどうか、またはこれから発生
しそうであるかどうかを特定する前記ステップは、
　－　インターフェースを用いて、対応する情報を外部システムから受信するステップと
、
　－　緊急事態が発生しているかどうか、またはこれから発生しそうであるかどうかを特
定するために、端末の少なくとも１つの物理的なパラメータを分析するステップと
のうちの少なくとも１つを含む。
【００２０】
　好ましい一実施形態によれば、端末は、自動車などの車両内に統合することができ、前
記自動車のエンジンのコントロール・ユニットなどに接続することができる。端末は、た
とえばＬＴＥモデムの機能を自動車の電子デバイスに提供することができる。これらの実
施形態による端末は、起こりうる緊急事態に関連した情報を自動車システムから受け取る
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ことができる。たとえば、自動車システムは、自動車の加速および／または減速の特徴を
示すブレーキ・システムのパラメータなど、自動車の物理的なパラメータの評価を既に提
供している可能性がある。この情報は、これらの実施形態による端末に、その端末の自動
車システム用インターフェースを用いて提供することができ、そのインターフェースは、
たとえばＣＡＮ（コントローラ・エリア・ネットワーク）インターフェース、またはＦｌ
ｅｘＲａｙタイプのインターフェースなどを含むことができる。したがって、これらの実
施形態による端末は、緊急事態を示す可能性がある、車両のシステムによって処理される
情報を使用することができる。
【００２１】
　端末の外部のシステムから前記緊急事態情報を受け取ることに対する別法として、また
は追加として、端末は、起こりうる緊急事態を独自に特定することもできる。たとえば端
末は、位置検知システム（グローバル・ポジショニング・システム、ＧＰＳ）を介して特
定することができる、端末の少なくとも１つの物理的なパラメータ、たとえば、端末の位
置および／またはスピードなどを分析するように構成することができる。端末のそのよう
なパラメータを分析することから、端末は、緊急事態が発生しているかどうか、またはこ
れから発生しそうであるかどうかを独自に結論付けることができる。
【００２２】
　本発明の目的に対するさらなる解決策は、請求項１４に記載のセルラー通信ネットワー
クの端末によって与えられる。前記端末は、緊急事態が発生しているかどうか、またはこ
れから発生しそうであるかどうかを特定するように構成されており、前記端末は、緊急事
態が発生している、またはこれから発生しそうである場合には、前記発生しているまたは
差し迫っている緊急事態を示す緊急事態表示を前記信号伝達情報内に統合するようにさら
に構成されている。
【００２３】
　さらなる有利な実施形態は、従属請求項によって与えられる。
【００２４】
　本発明のさらなる特徴、態様、および利点は、図面を参照しながら、以降の詳細な説明
において与えられる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】諸実施形態による基地局を含む通信ネットワークを示す簡略化されたブロック図
である。
【図２】一実施形態による基地局を機能させる方法を示す簡略化されたフローチャートで
ある。
【図３】諸実施形態による１つまたは複数の端末に緊急事態情報を信号伝達するための実
施形態による基地局によって採用される組み合わされた時間／周波数リソース（combined
 time-frequency-resources）を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１は、セルラー通信ネットワーク１００のブロック図を示しており、セルラー通信ネ
ットワーク１００は、基地局１１０と、それ自体知られている方法で前記基地局１１０に
よって現在サービスを提供されている複数の端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１０ｄとを含
む。特に好ましい実施形態によれば、前記通信ネットワーク１００は、第３世代パートナ
ーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）ロングターム・エボリューション（ＬＴＥ）標準リ
リース８に準拠している。
【００２７】
　基地局１１０および端末１０ａ、．．．、１０ｄ以外に、通信ネットワーク１００はま
た、少なくとも１つのさらなる基地局１１０’と、さらなるネットワーク要素１２０、１
３０とを含み、それらは、たとえば、通信ネットワーク１００が基づくコア・ネットワー
クのオペレーションに関連した無線ネットワーク・コントローラまたはさらなるネットワ
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ーク要素に相当することができる。
【００２８】
　端末１０ａ、．．．、１０ｄは、それ自体知られている方法で基地局１１０と通信して
、音声および／またはさらなるデータなどのデータをやり取りすることができる。緊急事
態の効率的な信号伝達を可能にするために、端末１０ａから受信される信号伝達情報ｓｉ
１が、送信側端末１０ａによって特定された発生しているまたは差し迫っている緊急事態
を示す緊急事態表示を含むかどうかということを、前記端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１
０ｄのうちの１つが気づき、基地局１１０が特定するように構成されている。
【００２９】
　たとえば端末１０ａは、ＬＴＥモデムとして構成することができ、自動車などの車両（
図示せず）内に含まれることが可能であり、端末１０ａは、エンジンまたは制動システム
など、自動車のさらなるシステム１２の１つまたは複数のコントロール・ユニットに接続
することができる。そのような接続は、適切なインターフェース１１を介して自動車シス
テム１２に対して確立することができる。
【００３０】
　これらの自動車システム１２から、端末１０ａは、自動車事故などの緊急事態が発生し
ている、またはこれから発生しそうであるというしるし（indicia）を特定することがで
きる。このしるしは、たとえば、自動車システム１２から取り出される過剰な加速値およ
び／もしくは減速値、または前記パラメータの経時的な変動から得ることができる。
【００３１】
　好ましい一実施形態によれば、そのような緊急事態情報は、その緊急事態によって同様
に影響を受ける可能性がある複数の人々に警告するためにその他のエンティティーにさら
に伝搬する目的で、端末１０ａによって基地局１１０に信号伝達される。この目的で、端
末１０ａは、モバイル端末１０ａによって特定された緊急事態に対応する緊急事態表示を
、アップリンク・データ転送方向において基地局１１０に送信される信号伝達情報ｓｉ１
内に統合する。
【００３２】
　前記信号伝達情報ｓｉ１を端末１０ａから受信すると、基地局１１０は、前記受信され
た信号伝達情報ｓｉ１が、前記端末１０ａによって特定された発生しているまたは差し迫
っている緊急事態を示す緊急事態表示を含むかどうかを特定する。
【００３３】
　基地局１１０によって行われた前記特定の結果、前記信号伝達情報ｓｉ１が実際に緊急
事態表示を含む場合には、前記基地局１１０は、前記基地局１１０によってサービスを提
供されているさらなる端末１０ｂ、１０ｃのうちの少なくとも１つに前記緊急事態を通知
する。それによって、さらなる端末１０ｂ、１０ｃは、端末１０ａによって検知された緊
急事態についてすぐに警告を受けることができる。
【００３４】
　たとえば、緊急事態情報に対応する信号伝達情報を基地局１１０が端末または別の緊急
事態情報源から受信したときには常にその緊急事態情報を受信する端末のグループＧを定
めることができる。
【００３５】
　好ましい一実施形態によれば、基地局１１０は、自分の無線セル（radio cell）内で検
知した新たな端末を前記グループＧ内に含めるかどうかを、それぞれの端末のコントラク
ティング・パラメータ（contracting parameter）、またはその端末のさらなる特性、た
とえば、その端末が車両内に統合されていること、または従来の携帯電話もしくは携帯情
報端末の一部であることなどに応じて、特定することができる。
【００３６】
　たとえば、車両システムの一部である端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃのみを緊急事態通知
グループＧに関連付けることができる。歩行者の携帯電話に相当するさらなる端末１０ｄ
は、ネットワークの運営者の警告ポリシーに従って、基地局１１０によって緊急事態通知
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グループＧ内に含めないことが可能である。
【００３７】
　端末を通知グループＧ内に統合するかどうかのその他の基準は、端末のユーザが加入で
きるサービス・プランなどとすることができる。
【００３８】
　一実施形態によれば、緊急事態表示を端末１０ａから受信すると、前記基地局１１０は
、前記緊急事態表示に関連した情報をその他の端末１０ｂ、１０ｃにすぐに転送すること
ができる。したがって、端末１０ａがメッセージｓｉ１を介して基地局１１０に最初に緊
急事態を通知した後に、緊急事態通知を送信している前記端末１０ａのための特定のリソ
ース割当てを必ずしも確立する必要はない。この実施形態は、緊急事態を検知している端
末１０ａから基地局１１０に送信される信号伝達情報内に完全な緊急事態表示を統合でき
る場合に有利である。
【００３９】
　しかし、さらなる一実施形態によれば、より多くの量のデータが緊急事態表示に関連し
ている場合には、基地局１１０は、前記緊急事態表示を端末１０ａから受信するとすぐに
、さらなるアップリンク・リソースを確保して、緊急事態表示を送信した前記端末１０ａ
に与えることができ、それによって端末１０ａは、さらなる緊急事態関連情報を基地局１
１０に迅速に送信して、アップリンク方向における緊急事態信号伝達プロセスを完了させ
ることができる。この方法で、相当な量の緊急事態関連データ、たとえば、車両速度、位
置の詳細、自動車システム１２によって取り込まれたオーディオ・データおよび／または
ビデオ・データなどの広範囲の時系列のパラメータを基地局１１０に転送することができ
る。
【００４０】
　従来のスケジューリング・アルゴリズムとは対照的に、緊急事態表示を端末１０ａから
受信すると、基地局１１０は、効率的な緊急事態信号伝達に関連した「リアルタイムの」
要件を考慮に入れる特定のリソース・スケジューリングを実行する。前記特定のリソース
・スケジューリングは、たとえば、最近既に緊急事態を示した端末１０ａのためにさらな
るアップリンク・リソースを確保することに優先順位を与えることができ、その一方で、
現時点で緊急事態表示を信号伝達していないその他の端末１０ｂ、１０ｃ、１０ｄは、基
地局１１０によって、より低い優先順位でサービスを提供される。
【００４１】
　上記の実施形態の組合せも可能である。すなわち、緊急事態表示を受信すると、前記基
地局１１０は、第１のステップにおいて、前記緊急事態表示に関連した情報をその他の端
末１０ｂ、１０ｃにすぐに転送することができる。第２のステップにおいて、前記基地局
１１０は、さらなるアップリンク・リソースを確保して、緊急事態表示を送信した前記端
末１０ａに与えることができ、ひいては、端末１０ａから基地局１１０への緊急事態信号
伝達を完了させることができる。
【００４２】
　特に好ましい一実施形態では、前記基地局１１０によってサービスを提供されている少
なくとも１つのさらなる端末１０ｂ、１０ｃに通知する前記ステップは、コア・ネットワ
ーク、および／または通信ネットワーク１００のさらなるコンポーネントから独立して実
行される。したがって基地局１１０が、緊急事態表示を含む信号伝達情報ｓｉ１を受信す
ると、基地局１１０は、前記緊急事態情報をさらなる端末１０ｂ、１０ｃ、またはネット
ワーク要素１３０などのさらなるネットワーク要素に転送すべきかどうかを独立して決め
ることができ、前記緊急事態情報を転送すべきかどうかを決めるプロセスに関してコア・
ネットワークまたはその他のネットワーク要素に連絡を取る必要はない。したがって、受
信した緊急事態情報を基地局１１０からさらなる端末１０ｂ、１０ｃに伝搬する際に、特
に短い待ち時間を達成することができる。
【００４３】
　特に好ましい一実施形態によれば、緊急事態を報告する端末１０ａのために、さらなる
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アップリンク・リソースが確保されることになる場合でも、基地局１１０は、端末１０ａ
へのそのようなさらなるアップリンク・リソースをどのようにスケジュールするかを独自
に、すなわちコア・ネットワークから独立して決めることができ、それによって、ネット
ワーク１００の全体にわたる緊急事態関連情報の即座の伝搬を改善する特に迅速なリソー
ス・スケジューリングを達成することができる。
【００４４】
　さらなる好ましい一実施形態によれば、通知する前記ステップは、緊急事態信号伝達メ
ッセージｅｓ１を端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃの所定のグループＧにブロードキャストす
るステップを含み、それによって、その後の複数回にわたる単発の通知と比較して、特に
効率的な複数の端末への同時通知を達成することができる。ただし、さらなる一実施形態
によれば、その後の複数回にわたる単発の通知を採用することもできる。
【００４５】
　さらなる特に好ましい一実施形態によれば、通知する前記ステップは、少なくとも１つ
の近隣基地局１１０’に前記緊急事態を通知するステップ（緊急事態信号伝達メッセージ
ｅｓ３を参照されたい）を含み、それによって、端末１０ａに関連付けられている車両と
同じ場所に位置しているさらなる端末および／または端末を含む車両に緊急事態を通知す
ることができる。
【００４６】
　通信ネットワーク１００のさらなるネットワーク要素１３０またはそのグループＧ’に
緊急事態通知ｅｓ２を提供することも可能である。さらなるネットワーク要素１３０は、
たとえば、受信された緊急事態メッセージｅｓ２をさらなるメッセージ・フォーマットに
変換するゲートウェイ、および／または簡素な古くからのテレフォニー・システムＰＯＴ
Ｓ（図示せず）などの通信システム、および／またはワールド・ワイド・ウェブ・インタ
ーフェースなどに相当することができる。
【００４７】
　さらなる一実施形態によれば、基地局１１０は、緊急事態表示を、好ましくは複数の異
なる基地局１１０、１１０’から収集するように構成されているコレクタ・ノード１４０
（図１）に、前記緊急事態表示に関連した情報を転送するように構成することもでき、前
記コレクタ・ノード１４０はさらに、収集した緊急事態表示に関連した情報をその他のネ
ットワーク要素に転送するように構成されている。
【００４８】
　たとえば、コレクタ・ノード１４０は、入ってくる緊急事態情報の統計分析および／ま
たはさらなる分析を実行することができ、前記緊急事態情報の質および信頼性を改善する
ために前記緊急事態情報のさらなる処理を実行することができる。そのような処理の後に
、コレクタ・ノード１４０は、関連した情報を基地局１１０、１１０’などのネットワー
ク要素に転送することができる。
【００４９】
　さらなる一実施形態によれば、基地局１１０は、緊急事態表示を含む可能性がある信号
伝達情報ｓｉ２をネットワーク１２０のさらなるネットワーク要素１２０から受信するこ
とができる。この場合には、基地局は、そこから得られた前記緊急事態表示または情報を
適切な受け手１０ａ、１０ｂ、１０ｃ、１１０’、１３０に転送することもできる。
【００５０】
　図２は、一実施形態による方法の簡略化されたフローチャートを示している。第１のス
テップ２００において、基地局１１０（図１）は、受信された信号伝達情報ｓｉ１が、発
生しているまたは差し迫っている緊急事態を示す緊急事態表示を含むかどうかを特定する
。
【００５１】
　第２のステップ２１０において、前記基地局１１０は、前記基地局１１０によってサー
ビスを提供されている少なくとも１つのさらなる端末１０ｂ、１０ｃ、および／またはさ
らなるネットワーク要素１３０、１４０に前記緊急事態を通知する。
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【００５２】
　特に好ましい一実施形態によれば、基地局１１０は、図２によるステップ２００、２１
０を実行する間に、前記通信ネットワーク１００に接続されているコア・ネットワークお
よび／またはさらなるネットワーク要素と通信する必要はない。この結果、緊急事態情報
を端末１０ａから前記基地局１１０を介してさらなる端末１０ｂ、１０ｃに伝搬するため
の待ち時間が特に短くなる。概して、基地局１１０は、受信した緊急事態情報を、自分自
身の無線セルのうちの１つによってサービスを提供されている単一の端末１０ｂ、自分自
身の無線セルのうちの１つによってサービスを提供されている複数の端末Ｇ、自分自身の
無線セルによってサービスを提供されているすべての端末、または近隣基地局１１０’な
どのその他のネットワーク要素、もしくはゲートウェイ１３０などのさらなるネットワー
ク要素に転送するように構成することができる。基地局１１０によって受信された緊急事
態情報を提供されることになっているさらなるネットワーク要素１３０、．．．のさらな
るグループＧ’を基地局１１０が定めることも可能である。
【００５３】
　さらなる好ましい一実施形態によれば、前記緊急事態に関連した情報を含み、かつ基地
局１１０によって端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃに転送されることになる安全メッセージＳ
Ｍを１つまたは複数の端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃ（図１）に通知するために、ＬＴＥシ
ステムのそれ自体知られているダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）のメカニズムを採用する
ことができる。したがって、安全メッセージＳＭは、既に上で説明したメッセージｅｓ１
に対応する。
【００５４】
　図３は、ＬＴＥ標準から知られている時間／帯域幅リソース（time-bandwidth resourc
e）を指定するブロックを示している。示されている時間／帯域幅リソースは、１ｍｓの
長さを含むサブフレームに対応し、その１ｍｓの長さは、たとえば、やはりＬＴＥ標準に
よって定められている１４個のシンボルへとさらに分割される。
【００５５】
　それに対応して、前記サブフレームの１つまたは複数のシンボルは、図３によって示さ
れている物理ダウンリンク制御チャネルＰＤＣＣＨを形成し、前記サブフレームの残りの
シンボルは、物理ダウンリンク共有チャネルＰＤＳＣＨを構成する。
【００５６】
　一実施形態によれば、基地局１１０（図１）は、ＰＤＣＣＨ内に含まれている前記ダウ
ンリンク制御情報ＤＣＩのうちの一部分ＤＣＩ＿１を使用して、前記緊急事態情報に関連
した情報を含む安全メッセージＳＭを端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃに通知し、その安全メ
ッセージＳＭは、後述のように端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃに転送されることになる。
【００５７】
　図３から見て取れるように、安全メッセージＳＭは、図３によって示されている時間／
帯域幅リソース・ブロックのうちの物理ダウンリンク共有チャネルＰＤＳＣＨの部分に統
合され、この場合には、１つまたは複数の帯域幅サブキャリア（bandwidth subcarrier）
が、緊急事態情報を含む安全メッセージＳＭ用として、基地局１１０によって確保される
。ＰＤＳＣＨのうちのその他のサブキャリアは、基地局１１０によってサービスを提供さ
れている端末に伝送されることになるユーザ・データＵＤ＿１、ＵＤ＿２用として、基地
局１１０によって、それ自体知られている方法で確保することができる。
【００５８】
　さらなる有利な一実施形態によれば、基地局１１０は、前記安全メッセージＳＭを提供
されることになる端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃのグループＧ（図１）を定めるために、無
線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を使用する。
【００５９】
　たとえば、前記基地局１１０によって提供されている無線セルに端末１０ａが加わると
きは常に、基地局１１０は、前記加わっている端末１０ａをグループＧに追加するかどう
かを決める。端末１０ａは、前記グループＧへの加入を許可されると、前記端末１０ａを
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、緊急事態を検知した端末から対応する信号伝達情報ｓｉ１を受信した際に基地局１１０
によって伝搬される安全メッセージＳＭの受け手として指定するＲＮＴＩの特定の値を割
り当てられる。
【００６０】
　安全メッセージＳＭを端末のグループＧに配信するために特定のＲＮＴＩを採用するこ
とによって、緊急事態関連情報をそれらの端末に伝達する特に効率的なデータ伝送が可能
になる。
【００６１】
　言い換えれば、グループＧは、緊急事態情報を転送および／または受信することに関す
る実施形態による基地局１１０に適合するような端末のみを含む特別なユーザ機器機能ク
ラス（user equipment capability class）とみなすことができる。概して、緊急事態通
知を基地局１１０に提供するために、端末１０ａから基地局１１０に送信される任意の種
類の信号伝達情報ｓｉ１を採用することができる。
【００６２】
　たとえば、リソースが既に端末１０ａに割り当てられている場合には、端末１０ａは、
新たなデータを送信すべきであるということを示すために、バッファ・ステータス・レポ
ート（ＢＳＲ）またはスケジューリング要求（ＳＲ）を使用することができる。ＢＳＲま
たはＳＲは、緊急事態がまさに存在するということを基地局１１０に示すために採用する
こともできる。基地局１１０に信号伝達するためのさらなる可能性は、それ自体知られて
いるランダム・アクセス・チャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャーを実行することである。
上述のケースのすべてにおいて、緊急事態を示す目的でｓｉ１を基地局１１０に信号伝達
するために、特別な構成を選択することができる。
【００６３】
　特に好ましい一実施形態によれば、基地局１１０は、緊急事態通知を含む信号伝達情報
ｓｉ１を受信すると、できるだけ早く端末１０ａにアップリンク許可を割り当て、それに
よって端末１０ａは、基地局１１０へのアップリンク方向において緊急事態情報に関連し
たさらなる情報を送信できるようになる。
【００６４】
　概して、一実施形態によれば、既に上述したような既存の信号伝達メカニズム（ＢＳＲ
、ＳＲ、ＲＡＣＨ）で緊急事態通知を伝達することが可能である。しかし、単に信号伝達
メカニズムｓｉ１を使用することによって伝達できる量のデータを超える相当な量のデー
タを端末１０ａが転送できるようにするために、基地局１１０は、専用のアップリンク・
リソースを割り当てることができ、それによって端末１０ａは、緊急事態に関連したさら
なる情報を基地局１１０に送信することができる。特に、このアップリンク許可は、基地
局１１０によって、コア・ネットワークまたはさらなるネットワーク要素から独立して処
理され、それによって、追加の信号伝達プロセスを省くことができ、短い待ち時間を達成
することができる。
【００６５】
　基地局１１０に緊急事態を通知するためのさらなる可能性が、メディア・アクセス制御
（ＭＡＣ）層ヘッダの特定の部分を提供することである場合もある。たとえば、端末１０
ａから基地局１１０に送信されるデータのＭＡＣヘッダ内に、情報および／またはフラグ
を含めることができ、その情報および／またはフラグは、送信される緊急事態関連情報の
タイプについて基地局１１０に通知するために、たとえば、事故、予想される事故、また
は、端末１０ａを含む自動車の異常に激しい加速もしくは減速を示すために使用される。
【００６６】
　好ましい一実施形態によれば、基地局１１０は、既に上で説明したように、端末のグル
ープＧ、またはさらなるネットワーク要素１３０、または近隣基地局１１０’など、選択
された受け手に緊急事態メッセージｅｓ１、ｅｓ２、ｅｓ３を送信する。
【００６７】
　これらの実施形態による方法は、自動車などの車両に関連している、たとえばＬＴＥモ
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デムに相当する前記端末１０ａ、１０ｂ、１０ｃを機能させるために、および、緊急事態
関連情報を１つの端末１０ａから、第１の端末１０ａによって検知されたそのような緊急
事態にもしかすると巻き込まれる可能性もあるさらなる端末１０ｂ、１０ｃに伝搬するた
めに、有利に使用することができる。
【００６８】
　有利なことに、本発明による実施形態によって、自動車間において、または前記自動車
内に統合された端末間においてそれぞれ緊急事態関連情報をやり取りする役割を果たすこ
ともできる独自の自動車間通信システムを提供する必要がなくなる。本発明による方法を
提供することによって、たとえばＬＴＥ標準に準拠するものなど、セルラー通信ネットワ
ークの既存の通信インフラストラクチャーを、タイムクリティカルな情報を伝搬するため
に有利に使用することができる。
【００６９】
　本発明による方法を提供することによって、拡張ＬＴＥ　ｒｅｌ．８標準（extending 
LTE rel. 8 standard）を有利に拡張して、厳しい遅延要件を有するタイムクリティカル
なおよび／またはセーフティークリティカルな用途をサポートすることができる。
【００７０】
　これらの実施形態による方法は、自動車ベースの端末１０ａ（図１）によって、同じ場
所に位置していて同じ交通状況に巻き込まれる可能性があるその他の端末１０ｂ、１０ｃ
に安全警告を転送するために有利に使用することができる。５０ミリ秒以下という対応す
る遅延要件は、本発明の原理によって満たすことができる。
【００７１】
　ＬＴＥタイプのＲＮＴＩを使用する場合、このＲＮＴＩは、安全メッセージＳＭ（図３
）および／または緊急事態信号伝達メッセージｅｓ１（図１）を送信するために基地局１
１０によって使用される移送フォーマットおよびリソース割当てに関する情報を示すため
に採用することができる。
【００７２】
　好ましい一実施形態によれば、メッセージＳＭ、ｅｓ１、ｅｓ２、ｅｓ３は、緊急事態
のタイプおよび重大度に関する情報、ならびに／または検知された緊急事態の位置に関す
る情報を含む。一実施形態によるＬＴＥモデム１０ｂに接続されている車両の車載ユニッ
トは、対応する情報ＳＭ、ｅｓ１を基地局１１０から受信すると、前記情報を考慮に入れ
ることができ、車両システムのさらなるアクションをトリガーすることができ、たとえば
、受信した情報をドライバーに通知すること、または車両の制動操作を自動的に開始する
ことさえ可能である。
【００７３】
　説明および図面は、本発明の原理を単に例示しているにすぎない。したがって、本明細
書において明示的に説明または図示されていないが、本発明の原理を具体化し、本発明の
趣旨および範囲内に含まれるさまざまな構成を当業者なら考案できるということがわかる
であろう。さらに、本明細書において列挙されているすべての例は、主として、本発明の
原理、および、当技術分野を進展させることに対して本発明者（ら）によって寄与された
コンセプトを読者が理解する際に役立つための教示上の目的のものにすぎないことが明示
的に意図されており、また、そのような具体的に列挙された例および状況に限定されるも
のではないと解釈されるべきである。その上、本発明の原理、態様、および実施形態、な
らびにその特定の例を列挙する本明細書におけるすべての記述は、その均等物を包含する
ことを意図されている。
【００７４】
　「プロセッサ」とラベル付けされているあらゆる機能ブロックを含む、図に示されてい
るさまざまな要素の機能は、専用のハードウェア、ならびに、適切なソフトウェアと関連
付けてソフトウェアを実行できるハードウェアの使用を通じて提供することができる。そ
れらの機能は、プロセッサによって提供される場合には、単一の専用のプロセッサによっ
て、単一の共有プロセッサによって、または複数の個別のプロセッサ（そのうちのいくつ
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かを共有できる）によって提供することができる。その上、「プロセッサ」または「コン
トローラ」という用語の明示的な使用は、ソフトウェアを実行できるハードウェアだけを
指すと解釈されるべきではなく、デジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰ）ハードウェ
ア、ネットワーク・プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プロ
グラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、ソフトウェアを格納するための読取り専用メ
モリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、および不揮発性ストレージを
暗に含むことができるが、それらには限定されない。その他のハードウェアを、通常のも
のであれ、および／またはカスタムのものであれ、含むこともできる。同様に、図に示さ
れているあらゆるスイッチは、概念上のものにすぎない。それらの機能は、プログラム・
ロジックのオペレーションを通じて、専用のロジックを通じて、プログラム・コントロー
ルと専用のロジックとの対話を通じて、または手動でさえ、実行することができ、特定の
技術は、コンテキストからさらに具体的に理解された際に実施者によって選択可能である
。
【００７５】
　本明細書におけるあらゆるブロック図は、本発明の原理を具体化する例示的な回路の概
念的な図を表しているということを当業者なら理解するはずである。同様に、あらゆるフ
ローチャート、流れ図、状態遷移図、疑似コードなどは、コンピュータ可読メディアにお
いて実質的に表すことが可能な、したがってコンピュータまたはプロセッサによって実行
することが可能な（そのようなコンピュータまたはプロセッサが明示的に示されているか
否かにかかわらず）さまざまなプロセスを表しているということがわかるであろう。

【図１】 【図２】

【図３】
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